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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像が実現されるプラズマディスプレイパネルと；
　前記プラズマディスプレイパネルと並行に配置されるシャーシベースと；
　前記シャーシベースのプラズマディスプレイパネル結合面と反対の面に突出して形成さ
れる補強部材と；
　前記補強部材上に結合される支持部材と；
　前記支持部材上に前記補強部材と交差する方向に長く形成され、前記支持部材上に隣接
して配置されるブラケット部材と；を含み、
　前記ブラケット部材とプラズマディスプレイ装置自身が固定される固定対象物とが前記
支持部材と重ねられる部分で前記支持部材と共に結合されて固定されることを特徴とする
プラズマディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記支持部材は導電体からなることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレ
イ装置。
【請求項３】
　前記導電体は金属材質からなることを特徴とする請求項２に記載のプラズマディスプレ
イ装置。
【請求項４】
　前記支持部材は、合成樹脂材で外形を形成し、その内部に導電性の金属粉末又は導電性
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の微細金属糸を混合させることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置
。
【請求項５】
　前記支持部材は、合成樹脂材で外形を形成し、外部面に導電性物質を付着、例えばメッ
キして成ることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記支持部材は、前記補強部材と少なくとも２ヶ所以上で締結されることを特徴とする
請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記補強部材は、前記シャーシベースの一辺と並行方向に長く延び、前記シャーシベー
スと隣接する部分に形成される第１フランジ部が前記シャーシベースに締結されて固定さ
れることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記支持部材は少なくとも一つの締結用孔を備えることを特徴とする請求項１に記載の
プラズマディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記ブラケット部材上に背面カバーが隣接して配置され、前記ブラケット部材及び支持
部材は、前記締結用孔を通して前記背面カバーと共に前記補強部材にネジ結合されて固定
されることを特徴とする請求項８に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記ブラケット部材及び前記固定対象物は、前記締結用孔を通して前記支持部材と共に
ネジ結合されて固定されることを特徴とする請求項８に記載のプラズマディスプレイ装置
。
【請求項１１】
　前記支持部材は、前記締結用孔が形成される部分が直六面体形状に突出することを特徴
とする請求項８に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記支持部材は、前記締結用孔が形成される部分がシリンダー形状に突出することを特
徴とする請求項８に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記支持部材は、前記補強部材の面に対して突出する本体部と、前記補強部材に隣接す
る部分において前記本体部から延長形成されながら前記補強部材面に締結される第２フラ
ンジ部と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記支持部材は、前記補強部材と対向する面に締結用孔が形成されて前記補強部材とネ
ジ結合されて固定されることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１５】
　前記補強部材上にボスが突出形成され、前記支持部材は、前記補強部材のボスが嵌合さ
れる貫通孔を備えることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１６】
　前記支持部材は、前記補強部材のボスを嵌合させる第１貫通孔と、この第１貫通孔の直
径よりも大きな直径を有し、前記ボスに締結されるネジの頭部に対応する第２貫通孔と、
を有することを特徴とする請求項１５に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１７】
　前記支持部材はブロック形状からなることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディ
スプレイ装置。
【請求項１８】
　前記ブラケット部材が前記支持部材と交差する部分に配置されるように、前記ブラケッ
ト部材に結合されて前記固定対象物を固定するための固定用部材と；
　を含むことを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
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【請求項１９】
　前記支持部材は、前記補強部材及びブラケット部材にネジ結合によって固定されること
を特徴とする請求項１８に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項２０】
　前記固定用部材には前記固定対象物を固定するためのネジ溝が形成されることを特徴と
する請求項１８に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項２１】
　前記固定用部材は、前記ブラケット部材に結合されるための第３フランジ部が備えられ
ることを特徴とする請求項１８に記載のプラズマディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はプラズマディスプレイ装置に係り、より詳しくは、支持される部分の荷重を分
散し、補強構造が設置されるプラズマディスプレイ装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、プラズマディスプレイ装置は、ガス放電現象を利用して画像を表示する装置
であって、表示容量、輝度、コントラスト、視野角などの性能が優れており、薄型である
と共に軽量で大画面を実現できるのでその使用量が毎々に増加している。このようなプラ
ズマディスプレイ装置は、装飾棚などの座台に立てて設置するスタンド型と、空間節約の
ために壁に掛けて設置する壁掛け型とに分けられる。
【０００３】
　従来のプラズマディスプレイ装置は、所定の画像を形成するプラズマディスプレイパネ
ルと、パネルを設置するシャーシベースと、このシャーシベースのパネル裏側に設置され
、各種駆動回路部が備えられた複数の回路基板と、パネル、シャーシベース及び回路基板
を囲んで保護するカバー（前面及び背面カバー）と、からなる。
【０００４】
　前記カバーには壁掛けホルダーがあって、壁に固定してもよいが、別途のスタンドホル
ダーに固定してもよい。壁掛けホルダーやスタンドホルダーは、シャーシベースに形成さ
れた支持ボスにボルトやネジなどで締結し、背面カバーに固定設置される。
【０００５】
　支持ボスは、圧入、溶接又はスピニングなどの方法でシャーシベースに組立てて用いら
れ、背面カバーと共に壁掛けホルダー又はスタンドホルダーなどに直接締結されて、プラ
ズマディスプレイ装置を固定する役割を果たす。
【０００６】
　しかし、このような構造は、支持ボスに荷重を集中させるため、ボスが揺動するなどの
問題が発生しやすく、製品の信頼性においては脆弱である。
【０００７】
　一方、プラズマディスプレイ装置は、シャーシベースにブラケット構造を付加して壁掛
け補助具を固定する構造が可能であるが、従来のシャーシベースでは、ブラケットを固定
する空間が必要であり、回路基板又は他の構造物の干渉を避けて、主にシャーシベースの
外郭部分にブラケットを固定している。
【０００８】
　この時、回路基板又は他の構造物などの干渉を避けるために、ブラケットが前記シャー
シベースの外郭部分に集中的に配置されるので、前記シャーシベースの中央部分が下垂す
るなどの変形の発生時、品質低下の恐れがある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、壁掛けホルダー又はスタンドホルダーの結合部分を通じて伝達される
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荷重をシャーシベース全体に分散させ、結合を堅固に維持できるようにして製品の信頼性
を向上させるプラズマディスプレイ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一実施例によるプラズマディスプレイ装置は、画像が形成されるプラズマディ
スプレイパネルと、このプラズマディスプレイパネルと並行に配置されるシャーシベース
と、このシャーシベースのプラズマディスプレイパネル結合面とは反対の面に突出して形
成される補強部材と、前記補強部材上に結合される支持部材と、を含む。
【００１１】
　前記支持部材は導電体で形成できるが、この場合、金属材質を用いるのが好ましい。
【００１２】
　前記支持部材は、合成樹脂材で外形を形成し、その内部に導電性の金属粉末又は導電性
の微細金属糸を混入させることができ、また、合成樹脂材で外形を形成し、外部面に導電
性物質を付着させて製作することができ、付着法としてメッキ法を用いることができる。
【００１３】
　前記支持部材は、前記補強部材と少なくとも２ヶ所以上で締結されるのが好ましい。
【００１４】
　前記補強部材は、前記シャーシベースの一辺と並行方向に長く延び、前記シャーシベー
スと隣接する部分に形成される第１フランジ部が前記シャーシベースに締結されて固定さ
れる。
【００１５】
　一方、前記支持部材には、少なくとも一つの締結用孔を形成できる。
【００１６】
　この時、前記支持部材上に背面カバーが隣接して配置され、前記支持部材は、前記締結
用孔を通して前記背面カバーと共に前記補強部材にネジ結合されて固定でき、前記背面カ
バーの外側に配置される壁掛け用ホルダーと共に、前記締結用孔を通してネジ結合されて
固定されることもできる。
【００１７】
　前記支持部材上には、前記補強部材と交差する方向に長く形成されて前記シャーシベー
スに固定されるブラケット部材が隣接して配置され、前記ブラケット部材は、前記支持部
材の締結用孔を通してネジ結合されて前記補強部材に固定されることができる。
【００１８】
　前記支持部材は、前記締結用孔が形成される部分が直六面体形状に突出するか、又はシ
リンダー形状に突出するように形成することができる。
【００１９】
　前記支持部材は、前記補強部材の面に対して突出する本体部と、前記補強部材に隣接す
る部分において前記本体部から延長形成されながら前記補強部材面に締結される第２フラ
ンジ部と、を含んで形成されることができる。
【００２０】
　前記支持部材は、前記補強部材と対向する面に締結用孔が形成され、前記補強部材とネ
ジ結合されて固定されることができる。
【００２１】
　前記補強部材上にはボスが突出形成され、前記支持部材は、前記補強部材のボスが嵌合
される貫通孔を備えることができ、さらに、前記補強部材のボスが嵌合される第１貫通孔
と、この第１貫通孔の直径よりも大きな直径を有し、前記ボスに締結されるネジの頭部が
対応する第２貫通孔と、を有するように形成することもできる。
【００２２】
　前記支持部材はブロック形状からなることができる。
【００２３】
　一方、前記ブラケット部材が前記支持部材と交差する部分に配置されるように、前記ブ
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ラケット部材に結合されて壁掛け構造物を固定するための固定用部材をさらに含むことが
できる。
【００２４】
　前記固定用部材には壁掛け構造物を固定するためのネジ溝が提供され、また、前記ブラ
ケット部材に結合されるための第３フランジ部が備えられる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明は、プラズマディスプレイ装置がホルダーなどに結合される際、プラズマディス
プレイ装置にかかる集中荷重をシャーシベースの広い領域で分散されるようにし、製品の
信頼性を確保する効果がある。また、電磁波による干渉を遮蔽させることができるので製
品の安定性を一層高める効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の好ましい実施例を詳細に説明する。
【００２７】
　図１は、本発明の第１実施例によるプラズマディスプレイ装置を示した分解斜視図であ
る。
【００２８】
　図１を参照すれば、本実施例によるプラズマディスプレイ装置は、ガス放電現象を利用
して画像を実現するプラズマディスプレイパネル１００（ＰＤＰ）と、前記プラズマディ
スプレイパネル１００が一面に結合されるシャーシベース２００と、前記プラズマディス
プレイパネル１００及び前記シャーシベース２００を固定する前面カバー３００及び背面
カバー４００と、を含む。そして、前記シャーシベース２００の一側面には、前記プラズ
マディスプレイパネル１００を駆動するための駆動回路素子が形成される回路基板（図示
せず）が形成される。
【００２９】
　また、前記シャーシベース２００には、プラズマディスプレイ装置を壁に掛けるか又は
机などに立てることができるホルダー（Ｈ）、つまり、壁掛けホルダー又はスタンドホル
ダーが結合できる手段が備えられる。前記壁掛けホルダー又はスタンドホルダーが結合で
きる手段は、前記シャーシベース２００に結合される補強部材５００、及び前記補強部材
５００に結合される支持部材６１０を含む。
【００３０】
　図２は、本発明の第１実施例によるプラズマディスプレイ装置を部分的に示した部分斜
視図であり、図３は、図２のＡ－Ａ線に沿って切断した断面図である。
【００３１】
　図２及び図３を参照すれば、前記補強部材５００は、前記シャーシベース２００の背面
側に隣接する部分に一定の長さを有し、長さ面に沿って延びるフランジ部５１０が提供さ
れ、真中部分は、前記シャーシベース２００の背面側に突出して平らな面からなる突出面
５２０を備えた形態に構成される。前記補強部材５００は、突出面５２０が形成される部
分のシャーシベース２００側方向には空間５３０が形成されることができる。このような
空間５３０は、補強部材５００の重量を増加させなくても十分な剛性を維持できるように
するものである。つまり、前記補強部材５００は、真中部分が切曲されて突出する突出面
５２０を有して、両側が延びてシャーシベース２００に結合されるフランジ部５１０を有
する。
【００３２】
　また、補強部材５００は、前記フランジ部５１０に貫通孔が形成されて、前記シャーシ
ベース２００の背面にネジ結合で固定されることができる。前記補強部材５００は、シャ
ーシベース１００の空間の許容範囲内で広い範囲に配置されるのが好ましい。これにより
、プラズマディスプレイ装置が壁掛けホルダー又はスタンドホルダーに結合される場合、
自重によって発生する荷重をシャーシベース２００の広い範囲に分散させるようにするこ
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とができる。
【００３３】
　支持部材６１０は、前記補強部材５００の突出面５２０にネジなどの締結手段によって
結合される構造を有している。つまり、前記支持部材６１０は、補強部材５００の面に対
して突出する本体部６１０ａと、前記補強部材５００と隣接する部分に本体部６１０ａか
ら延長形成され、補強部材５００面に締結されるフランジ部６１０ｂとを含む。そして、
前記支持部材６１０には、ネジ孔６１２がシャーシベース２００の背面側に向かった方向
に形成される。前記支持部材６１０に形成されるネジ孔６１２は、背面カバー４００を貫
通してホルダー（Ｈ、壁掛け用ホルダー又はスタンド用ホルダー）にボルト又はネジによ
って結合できるようにするためのものである。前記支持部材６１０に形成されるネジ孔６
１２は一つ又は複数であるのが可能である。
【００３４】
　一方、前記補強部材５００及び支持部材６１０は、電磁波干渉（ＥＭＩ）を遮断できる
ように導電体からなることができる。つまり、前記補強部材５００及び支持部材６１０は
導電性の金属材からなることができ、金属粉末が内部に含まれるか、又は金属微細糸がそ
の内部に含まれて導電性を有する合成樹脂材からなることができる。また、前記補強部材
５００及び支持部材６１０は合成樹脂材で外形を形成し、外部に導電性金属材付着させる
、例えばメッキしたり塗料を塗布したりして導電性を帯びさせることが可能である。
【００３５】
　このように構成される本実施例のプラズマディスプレイ装置は、シャーシベース２００
の背面に、補強部材５００のフランジ部５１０がネジなどで結合され、前記補強部材５０
０の突出面５２０に支持部材６１０がネジ結合され、この支持部材６１０は、再び背面カ
バー４００を貫通して締結されるネジ（Ｓ）などによってホルダー（Ｈ）に固定される。
このような状態で、本発明のプラズマディスプレイ装置をホルダー（Ｈ）を利用して壁に
掛けたり机などに立てれば、プラズマディスプレイ装置の荷重により、支持部材６１０と
ホルダー（Ｈ）が結合された部分に荷重が伝達される。この時、前記支持部材６１０側に
伝達された荷重は、補強部材５００の突出面５２０を通じてフランジ部５１０を経てシャ
ーシベース２００に分散されて伝達される。したがって、プラズマディスプレイ装置にか
かる荷重をシャーシベース２００の広い面に分散させて製品の信頼性を確保することがで
きる。
【００３６】
　また、前記補強部材５００はシャーシベース２００の剛性を増大させる役割を果たすの
で、厚さが薄くて大型で製作されるプラズマディスプレイ装置をさらに堅固にすることが
できる。
【００３７】
　そして、前記シャーシベース２００に結合された回路駆動部側で発生する電磁波は、導
電性を有する補強部材５００及び支持部材６１０によって遮蔽できる。このような構造は
、別途の電磁波遮蔽機能を備えていない構造で非常に有用に適用できる。
【００３８】
　本実施例による支持部材６１０は、射出又は鋳造工程によって製作できる。この場合、
通常ブロック形状の支持部材６１０が得られる。
【００３９】
　本実施例で、支持部材６１０に隣接してネジ（Ｓ）などのような締結手段で共に固定さ
れる部分として背面カバー４００を例に挙げたが、前記支持部材６１０には、付加的にブ
ラケット部材のようなまた他の補強部材が結合されることも可能であり、以下の実施例で
も同様である。
【００４０】
　図４は、本発明の第２実施例によるプラズマディスプレイ装置を部分的に示した部分断
面図である。
【００４１】
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　示されているように、支持部材６２０は、補強部材５００と隣接する部分に別途のフラ
ンジ部を備えずに、ほぼ直六面体の形態を有する本体部からなる。そして、ホルダー（Ｈ
）に結合できるように、背面側にネジ孔６２２が形成された構造を有する。また、前記支
持部材６２０は前記第１実施例とは違って、補強部材５００の真中部分に形成された空間
５３０側でネジ結合が行われるようにする構造を有する。したがって、支持部材６２０に
は、前記補強部材５００と対向する面に締結用ネジ孔６２３が形成される。このように構
成される本実施例の支持部材６２０は、ホルダー（Ｈ）に固定される場合に比較的広い接
触面を有するようにして結合安定性がさらに確保できる。また、支持部材６２０が比較的
に単純な構造の直六面体の形状に形成されるので、製作費用が減少する利点を有する。ま
た、補強部材５００と支持部材６２０とを結合する際、ネジなどを利用して締結する方向
を異なるようにすることによって厚さを最小化することができる。それ以外の本実施例に
よるプラズマディスプレイ装置の構成及び作用は前述の第１実施例のと同一又は類似して
いるので、前記第１実施例の説明に代える。
【００４２】
　図５は、本発明の第２実施例によるプラズマディスプレイ装置の変形例を部分的に示し
た部分断面図である。
【００４３】
　本変形例では、支持部材６２０と背面カバー４００との間、背面カバー４００とスクリ
ュー（Ｓ）との間に別途の補助物４２０、４２５が介される。このような補助物４２０、
４２５は導電性又は非導電性の材料で構成でき、補助物４２０、４２５を介在させること
によって結合の信頼性を一層高めることができる。
【００４４】
　図６及び図７は、各々本発明の第３実施例及び第４実施例によるプラズマディスプレイ
装置の支持部材を示した斜視図である。
【００４５】
　本発明の第３実施例による支持部材６３０は、ネジ孔６３２が形成された突出形状が直
六面体形状からなり、本発明の第４実施例による支持部材６４０は、ネジ孔６４２が形成
された突出形状がシリンダー形状に構成される。このように支持部材のネジ孔が形成され
た突出形状は設計の便宜によって多様に構成できる。そして、前記本発明の第３及び第４
実施例で示して説明する支持部材６３０、６４０は、前述の第１及び第２実施例と同様な
方法で、補強部材５００にネジ（Ｓ）などによって結合することができる。
【００４６】
　図８Ａは、本発明の第５実施例によるプラズマディスプレイ装置を部分的に示した部分
断面図であり、図８Ｂは、図８Ａの補強部材と支持部材を共に示した正面図である。
【００４７】
　示されているように、本実施例によるプラズマディスプレイ装置の補強部材５００は、
突出面上にボス５１０が突出形成され、支持部材６５０には、前記補強部材５００のボス
５１０が嵌合される第１貫通孔６５２と、この第１貫通孔６５２の直径よりも大きな直径
を有する第２貫通孔６５３とが備えられる。第２貫通孔６５３には、補強部材５００のボ
ス５１０に締結されるスクリュー（Ｓ）の頭部が位置する。このようにすることで、補強
部材５００と支持部材６５０とを結合するスクリューが外部に突出することを防止できる
。
【００４８】
　図９乃至図１１は、本発明の第５実施例によるプラズマディスプレイ装置の変形例を示
した部分断面図である。
【００４９】
　図９を参照すれば、本変形例では、補強部材５００に形成されるボス５１２がシャーシ
ベース２００面に向かって突出するように形成されており、図１０を参照すれば、補強部
材５００の突出面にバー（burr）５１３を形成してスクリュー（Ｓ）が締結できるように
している。
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【００５０】
　一方、図１１に示された補強部材５００′は１回切曲された構造物からなり、シャーシ
ベース２００面よりも突出して形成されるボス５１０′に支持部材６５０の第１貫通孔６
５２が嵌合され、スクリュー（Ｓ）が前記ボス５１０′に締結されることによって、支持
部材６５０を補強部材５００′に固定するようになる。
【００５１】
　図１２Ａは、本発明の第６実施例によるプラズマディスプレイ装置を示した部分断面図
であり、図１２Ｂは、図１２Ａの補強部材と支持部材とを共に示した正面図である。
【００５２】
　図１２Ａを参照すれば、本実施例によるプラズマディスプレイ装置の補強部材５００に
もその突出面上にボス５１４が突出形成され、支持部材６６０には、前記補強部材５００
のボス５１４に嵌合される貫通孔６６２が備えられる。ブラケット部材２２０が前記支持
部材６６０に隣接して配置されると共に、補強部材５００のボス５１４に締結されるスク
リュー（Ｓ）を通して共に固定できる。
【００５３】
　一方、図１２Ｂを参照すれば、一つの支持部材６６０に３個の貫通孔６６２を形成する
ことができ、そのうち、真中の貫通孔はブラケット部材２２０との結合に活用され、残り
の両側の貫通孔は支持部材６６０を補強部材５００と結合させる場合に活用される。
【００５４】
　図１３は、本発明の第７実施例によるプラズマディスプレイ装置を示した部分断面図で
ある。
【００５５】
　図１３を参照すれば、本実施例によるプラズマディスプレイ装置の支持部材６７０はプ
レス加工によって形成されたものであって、ネジ結合で補強部材５００に固定されるフラ
ンジ部６７０ｂと、前記補強部材５００面に対して突出する本体部６７０ａとを含み、前
記本体部６７０ａの上面には、シャーシベース２００面側に突出するボス６７５を備えて
スクリュー（Ｓ）を通してブラケット部材２２０などと締結できる。
【００５６】
　図１４は、本発明の第８実施例によるプラズマディスプレイ装置のシャーシベースを示
した斜視図であり、図１５は、図１４のＢ部分を拡大して示した部分拡大斜視図であり、
図１６は、図１５のＤ－Ｄ線に沿って切断した部分断面図である。
【００５７】
　前記シャーシベース２００には、図１４及び図１５に示したように、一面に横に配置さ
れる補強部材２１０が結合される。前記補強部材２１０は横方向に複数個が配置されるこ
とができ、シャーシベース２００に溶接、ネジ、又はトックス（TOX）結合などの結合方
法によって結合できる。そして、前記補強部材２１０は、シャーシベース２００に結合さ
れた回路基板２０５又は構造物などが配置されていない位置に設置されるのが好ましい。
【００５８】
　前記補強部材２１０には、ブロック（block）形態に構成された支持部材２５０に提供
されたネジ溝２５１が形成され、このネジ溝２５１にネジ結合で固定できる。前記支持部
材２５０は配置される位置によって、その形状に少しずつ差がある。前記支持部材２５０
の前記補強部材２１０への結合方法がネジ結合にのみ限定されることではなく、材質の特
性などによって様々な結合方法を選択することができる。
【００５９】
　ブラケット部材２２０は、ブロック形態に構成された前記支持部材２５０にネジなどの
締結部材によって結合される。この時、前記支持部材２５０は、前記ブラケット部材２２
０が結合される時に回路基板２０５などによって干渉が生じない程度の高さを有するのが
好ましい。前記ブラケット部材２２０は、前記補強部材２１０に対して直角方向に配置さ
れることができる（図１４を基準に縦方向）。そして、前記ブラケット部材２２０は、両
端が前記シャーシベース２００に結合される。
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【００６０】
　前記ブラケット部材２２０には、壁掛け構造物を結合するための固定用部材２８０がネ
ジ結合又は溶接などによって結合できる。前記固定用部材２８０には、前記ブラケット部
材２２０に結合されるフランジ部２６０が備えられ、真中部分には、ネジ又はボルトなど
が結合できるネジ溝２７１を備えたネジ結合部２７０が形成される（図１６に示している
）。
【００６１】
　前記固定用部材２８０は、前記ブラケット部材２２０の一面のいずれの位置にでも同一
に結合できるように同一な形状からなるのが好ましい。これは、部品の標準化を通じてコ
ストを節減することによって生産性をさらに向上させるためのことである。
【００６２】
　このような構成を含むプラズマディスプレイ装置は、壁掛け構造物（図示せず）が位置
する部分に、前述の固定用部材２８０がブラケット部材２２０に結合される。そして、前
記固定用部材２８０に形成されたネジ結合部２７０のネジ溝２７１に、壁掛け構造物をネ
ジ又はボルトなどによって固定する。このようにシャーシベース２００に壁掛け構造物を
結合すれば、前記支持部材２５０によって補強部材２１０及びブラケット部材２２０に作
用する荷重が全体的に分散され、このように分散された荷重がシャーシベース２００の全
領域に作用するので、特定部分、つまり中央部分で、垂れなどによる変形を防止すること
ができる。
【００６３】
　図１７は、図１４のＣ部分を拡大して示した部分拡大斜視図であって、ブロック形態か
らなる支持部材２５０の他の形状を示している。このような支持部材２５０は、シャーシ
ベース２００に結合される補強部材２１０の形状、回路基板２０５の有無、又はシャーシ
ベース２００に結合される構造物の形状によって自由に設計して様々な形態に実現できる
ことを示している。その他の作用効果は前述の実施例で説明した例と同一であるのでその
説明に代える。
【００６４】
　前記では本発明によるプラズマディスプレイ装置の好ましい実施例について説明したが
、本発明はこれに限定されることではなく、特許請求の範囲と発明の詳細な説明及び添付
した図面の範囲内で多様な変形して実施するのが可能であり、これもまた本発明の範囲に
属する。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の第１実施例によるプラズマディスプレイ装置を示した分解斜視図である
。
【図２】本発明の第１実施例によるプラズマディスプレイ装置を部分的に示した部分斜視
図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線に沿って切断した断面図である。
【図４】本発明の第２実施例によるプラズマディスプレイ装置を部分的に示した部分断面
図である。
【図５】本発明の第２実施例によるプラズマディスプレイ装置の変形例を部分的に示した
部分断面図である。
【図６】本発明の第３実施例によるプラズマディスプレイ装置の支持部材を示した斜視図
である。
【図７】本発明の第４実施例によるプラズマディスプレイ装置の支持部材を示した斜視図
である。
【図８Ａ】本発明の第５実施例によるプラズマディスプレイ装置を部分的に示した部分断
面図である。
【図８Ｂ】図８Ａの補強部材と支持部材とを共に示した部分背面図である。
【図９】本発明の第５実施例によるプラズマディスプレイ装置の変形例を示した部分断面
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【図１０】本発明の第５実施例によるプラズマディスプレイ装置の他の変形例を示した部
分断面図である。
【図１１】本発明の第５実施例によるプラズマディスプレイ装置の他の変形例を示した部
分断面図である。
【図１２Ａ】本発明の第６実施例によるプラズマディスプレイ装置を示した部分断面図で
ある。
【図１２Ｂ】図１２Ａの補強部材と支持部材を共に示した部分背面図である。
【図１３】本発明の第７実施例によるプラズマディスプレイ装置を示した部分断面図であ
る。
【図１４】本発明の第８実施例によるプラズマディスプレイ装置のシャーシベースを示し
た斜視図である。
【図１５】図１４のＢ部分を拡大して示した部分拡大斜視図である。
【図１６】図１５のＤ－Ｄ線に沿って切断した部分断面図である。
【図１７】図１４のＣ部分を拡大して示した部分拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００６６】
１００　プラズマディスプレイパネル
２００　シャーシベース
２０５　回路基板
２１０、５００、５００′　補強部材
２２０　ブラケット部材
２５０、６１０、６２０、６３０、６４０、６５０、６６０、６７０　支持部材
２５１、２７１　ネジ溝
２６０　フランジ部
２７０　ネジ結合部
２８０　固定用部材
３００　前面カバー
４００　背面カバー
４２０、４２５　補助物
５１０、５１０′、５１４、６７５　ボス
５１３　バー
５２０　突出面
５３０　空間
６１０ａ、６７０ａ　支持部材の本体部
６１０ｂ、６７０ｂ　支持部材のフランジ部
６１２、６２２、６２３、６３２、６４２　ネジ孔
６５２、６５３、６６２　貫通孔
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